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vanni)とカルパー(F.D. Carveτ)の手になる著作“ The New School Executive-A The-











本書では，これら応用科学と価値の問題は第 I部 信念システムCTheBelief System)の部
分で論じられており，残りの部分は従来の研究の再構成にあてられている。以下で，本書の構成
を 1973年に出されている初版と対照させて示しておく乙とにする。
初 板 C 1 9 7 3年) 第 2 版 C 1 9 8 0年)




2 意思決定のための信念パターン 4 経営的価値と意思決定
一状況適応アプローチー
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これを見てわかるように 初版では 4部構成だったものが 第 2版では「政治システム(The 
Political Sysam)Jが加わり 5部構成になっている。この点が第 2版で変わった第一の特徴である。
乙のほかには，第 I部lζ 「状況適応アプローチ(Contingencyapproach) Jが加わったこと，第
V部iζ 「社会一人文科学的見地(Social-humani t ies View ) Jが加わったことが第 2版での自
立った変化である。乙れらについては後で触れることにして まず最初に 初版で論じられてい
た4つのシステムについて その概要を示しておきたいと思う。





Huebner)，ゲ y ツェルス(J.W. Getzels)らの研究をとりあげつつ論じ，第 2章では，教育経
営者(Schoolexecut ive)が入信J，経営，組織等に関して抱く考え方が経営行動や教育効果にと、め
ような影響を及ぼすかについてメーヨー(G.E. Mayo)の人間関係論のモデノレとマイルズ(R 






第E部人筒システム (τhe Human System) 
ここでは，まず第3章で人間行動の基盤にある欲求や動機の問題をマズローの欲求階層説等に
よって論じ，第4章でそれらの欲求や動機が実際の職務場面で、どうといった形をとって表われて






















第百部行為システム (The Action System) 
こ乙では上記のシステムで扱ってきた諸力の結果として起きる行為としての意思決定や計画，
1)ーダーシップ等について論じられている。まず第10章では，教育経営者の中心的職能である 1)






アプローチ(計画化戦略)として 2 管理システムズ・アプローチ(aManagement Sys tems Ap-
proach)，協同システムズ・アプローチ(aCoo pe r ative S ys tem s A pproach) ，技術システム
ズ・アプローチ(aTechnical Systems Approach)の3つについて検討を加えている。第12章
では，教育経営者が効果的な経営を実現する上で要となる意思決定について， P P B S ( P lann-























































































































2. 世俗的な価値(職業成功倫理 自己自治 独立，ピュー 1)タン道徳等)






(5) Eugene Litwak，“Mode1s of Bureaucracy Which Permit Conf1ict:' American 
]aurna1 of Socio10gy 57， (1961) P. P. 177 -184参照
(6) ワルトン(R.Wa1 too)とマッカーシー(R.Mchersie)は4つの団体交渉のタイプを提示
している。
1. D istributive bargaining 
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